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2､日 1㌔ 図1｡ 状態線p(P,T)3)





















ぎ 9/- 夕 過臨界流体水銀における金属-非金属転移一実験事実のまとめ-
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す図であるO 図3によれば･ (ao/∂T)p の符号は密度によって異 り,臨界密度近傍
で負 ,高密度 ･低密度両方の領域で正である｡ この事実および Cr)o'V.S.T､,
(∂cno/∂T)pの図 (図4(a), (b))からHensel達 は過臨東流体水銀の電気伝
導について次のように結論している｡
p≧11(ダ/過)の領域は,液体 と同じ様な構造を持ち, nearlyfreeelectron
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い結果が与えられているo R(P,T)/Roを図8(a) (等圧線), (b)(等温線) 紘
示 し,状態線β仁P,T)を図 9(a)(等圧線), (b)(等温線)に示す｡図10は
R(p,T)/Ro,図11は (∂R/aT)Ⅴ/-Rであるo彼等は,図■11の結果よりP≒8.5
- 9g/C盛の間で電気伝導の性質が変 り,それより低密度では純粋な金属とは興った状
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(b) 等温状態線 β(P)P よじれ
文献 (9)に与えられている数値 を図示したもの
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図15.′P,T面における等抵抗線
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図16. 〟,T面における等抵抗線





以外の定義,例えば,電気伝導度 ｡の標準状態でのそれ ｡o (0℃, 1気圧の液体水
銀で約 104fr1cm-1)に対する比 o/ooが十分小さくなる圧九 密度をPo,poと





13,15) 次に, Rossの与えた第二の定義 即ちo(P,T)の変曲点 として転移点
を定義すると,図 2(a)及び図1からHensel達の文献 (3)07結果では∂po/∂T>
0･ ∂βo/∂T> 0となる事がわかる｡ この定義による転移線は,図6,7中に点線
によって与えてあるO-方,Kikoin達の結果図8によれば,比抵抗 R(P,T)/Roの
変曲点は, R/Roの値が 103-104の間のほとんど同一の値をとり,従って転移線










ろうU 前者は (∂α/∂T)〟> 0という傾向を持っと考えられるが;後者が如何なる効
果を持っかは自明でない｡我々のモデ′J9)は正にこの後者の影響を考えているのであ｡
その結果20)tこよれば後者は - /∂T)p< 0 という傾向を示す事がわかるo
今,密度 β,温度 Tの格子気体を考える｡ 最近接格子点に原子がある時,その二つ






比を鴫 (p)とするo bT(p)-MP霊 BL(p)によ-てbT(p)を定義すれば,無限系
の電導度 α(〟,T)は bT(〟)に比例すると考えられる｡ 即ち}
げ(P,T)- f･bT(p)
勿論,相 身も密度,温度に依存するカ,12,1)温度依存性i/1､さ両 仮定すると, a(p,
T)の温度依存性はbT(〟)によって決められる｡
我々は,計算機実験によって二次元正方格子のBL(p)を求めたO (Mは 100×100

























表 1. 臨界点 のデ-タ
します｡
Pcbar ㌔ ℃ Pcg/C礎 決 定 法 文 献
1510±25 1490±15 4.2±0.4 抵抗の不連続変化が消失する点 3),5)
1520±10 1450±50 5.7±0.2 密度,抵抗の不連続変化が消失する点 8)8 1 気液共存線での直径線の法則よ_り 9
1.460 ′ (図9(a) 9)の図
1513 1462 5.3 気液共存線での直径線の法則 ll)
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